
（案３）公的不動産の最適配置・利活用の検討に係る面的データ（案）

④図書館配置と町丁目別別人口密度の分布状況
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参考資料：分析手順の詳細解説資料サンプル



都市計画基礎調査情報の利活用を始めようQGISによるデータ分析の手順

テーマ：公共施設（図書館）の最適配置の検討
使用データ：境界データ（e-Stat）

人口データ（国勢調査）
公共施設（国土数値情報DLサービス）
鉄道、道路（国土数値情報DLサービス）
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公共施設（図書館）の最適配置の検討

①e-stat(http://e-stat.go.jp)の初期画面から
地図（統計GIS）をクリック

②

STEP 01 小地域境界データの入手
・e-stat（e-stat.go.jp)から小地域境界データをダウンロード

②「境界データダウンロード」をクリック

①

③「境界一覧」から小地域を選択
③
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公共施設（図書館）の最適配置の検討
STEP 01 小地域境界データの入手
・e-stat（e-stat.go.jp)から小地域境界データをダウンロード
④国勢調査＞2015年＞小地域（町丁・字等
別）をクリックします。

④

⑤データ形式一覧より、世界測地系平面直角
座標系・Shapefileをクリックします。

⑤
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公共施設（図書館）の最適配置の検討
STEP 01 小地域境界データの入手
・e-stat（e-stat.go.jp)から小地域境界データをダウンロード
⑥地域リストより「11埼玉県」をクリックし
ます。

⑦「11201川越市」のShapefileをダウンロー
ドします。

⑧ダウンロードしたファイルを展開後、同
フォルダの中にshp、shx、dbf、prjの拡張子を
もつ４つのファイルがあることを確認します。

⑥

⑦

⑧
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公共施設（図書館）の最適配置の検討
STEP 02 公共施設（ポイント）、鉄道データ、道路データの入手
・国⼟数値情報ダウンロードサイト（https://nlftp.mlit.go.jp/ksj/）
①国土数値情報ダウンロードサイトに接続します。
(https://nlftp.mlit.go.jp/ksj/）

②

②３.地域＞施設＞公共施設（ポイント）を選択し
ます。
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公共施設（図書館）の最適配置の検討
STEP 02公共施設（ポイント）、鉄道データ、道路データの入手
・国⼟数値情報ダウンロードサイト（https://nlftp.mlit.go.jp/ksj/）

④世界測地系、平成18年のデータを
ダウンロードします。

④

③ダウンロードするデータの選択より
「埼玉県」をクリックします。

③
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公共施設（図書館）の最適配置の検討
STEP 02 公共施設（ポイント）、鉄道データ、道路データの入手
・国⼟数値情報ダウンロードサイト（https://nlftp.mlit.go.jp/ksj/）
・表示されたページをスクロールし、施設データの仕様を確認しておきます。

座標系は、
JGD2000

図書館のコードは
「3003」
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公共施設（図書館）の最適配置の検討
STEP 02公共施設（ポイント）、鉄道データ、道路データの入手
・国⼟数値情報ダウンロードサイト（https://nlftp.mlit.go.jp/ksj/）
⑤トップ画面へ戻り、4.交通の項目から「鉄道（ライン）」と「緊急輸送道路（ライン）」の２つにつ
いてもダウンロードします。

⑤
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公共施設（図書館）の最適配置の検討
STEP 03将来人口・世帯予測ツールの入手
・G空間情報センター（https://www.geospatial.jp/ckan/dataset/cohort-v2）
①Ｇ空間情報センターhttps://www.geospatial.jp/ckan/dataset/cohort-v2）にログイン後、将来人口・世帯
予測ツールのページから対象地域（埼玉県）のツールページへのリンクをクリックします。

スクロールダウン
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公共施設（図書館）の最適配置の検討
STEP 03将来人口・世帯予測ツールの入手
・G空間情報センター（https://www.geospatial.jp/ckan/dataset/cohort-v2）
②対象地域（埼玉県）のページから「ダウンロード」をクリック、
「利用規約を承諾する」をクリックするとダウンロードが始まります。

「ダウンロード」を
クリック

「利用規約を承諾する」
をクリックすると
ダウンロードが
始まります。

ダウンロードの完了後、
圧縮ファイルを展開すると
「将来人口・世帯予測ツールＶ２」フォルダ
が作成されます。
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公共施設（図書館）の最適配置の検討
STEP 04将来人口・世帯予測ツールによる小地域別将来人口推計

①「将来人口・世帯予測ツールＶ２」フォルダをクリックして、フォルダ内の６つのフォルダの中から
「01_将来人口・世帯予測プログラム」を開きます。

フォルダ内の
「01_将来人口・世帯予測
プログラム」をクリック

Excelファイルを起動すると
将来人口・世帯予測プログラム
のパネルが起動します。

③対象市区町村の設定
をクリックします。

④選択画面で
都道府県名、市区町村名を
選択します。
今回は「川越市」を選択します。

②フォルダ内の「将来人口・世帯予測プログラム_V2_4.xlsm」
を起動します。
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公共施設（図書館）の最適配置の検討
STEP 04将来人口・世帯予測ツールによる小地域別将来人口推計

⑥「コーホート変化率法」か「コーホート要因法」
のどちらかを選択します。

⑤「対象市区町村の選択」の☑が入っているのを確認後、
「人口予測手法の設定」をクリックします。
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公共施設（図書館）の最適配置の検討
STEP 04将来人口・世帯予測ツールによる小地域別将来人口推計

⑦「入力データの確認・修正」をクリックして、
＜入力データの作成＞画面では、「データ確認・修正」
をクリックします。

⑧入力データとして、Ｈ２７の
小地域別人口データが開きます。
確認後、☑を入れて、
「設定完了」をクリックします。
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公共施設（図書館）の最適配置の検討
STEP 04将来人口・世帯予測ツールによる小地域別将来人口推計
⑨「将来人口・世帯予測の実行」をクリック。
⑩つづけて、「予測結果の確認」をクリック、「将来人口・世帯予測ツールＶ２」＞「01_将来人口・世
帯予測プログラム」のフォルダ内に「人口・世帯予測結果.csv」を保存します。
⑪フォルダ内に、「人口・世帯予測結果.csv」が作成されていることを確認します。

⑩

⑨

⑩

⑪
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公共施設（図書館）の最適配置の検討
STEP 04将来人口・世帯予測ツールによる小地域別将来人口推計
⑫「人口・世帯予測結果.csv」をクリックして開きます。ファイルには、平成27年（国勢調査）から平成
57年（推計値）まで5年間隔の小地域別人口総数、年齢帯別（5歳階層）、男女別・年齢別の人口・世帯
などの推計値が確認できます。

⑬市区町村コード、町丁字コード、地域識別番号、町丁字名、平成27年人口総数、平成47年の人口総数の
列だけを残し整理します。
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公共施設（図書館）の最適配置の検討
STEP 04将来人口・世帯予測ツールによる小地域別将来人口推計

⑬QGISにてデータ型が正しく読み込ませるために、各
フィールドと同じ順序でデータ型を指定するファイルを
メモ帳などで作成します。

⑭将来人口推計結果をＧＩＳで正しく読み込むため、「将来人口・世帯予測ツールV2」フォルダの
「05_マニュアル」内にある「05_QGISによる表示方法についてV2_0.pdf」を参考にKEY_CODEを作成します。

市町村CD ⇒”String“（文字型）
町丁字CD⇒”String”（文字型）
地域識別NO⇒”String”（文字型）
KEYCODE⇒”String”（文字型）
町丁字名⇒”String”(文字型）
2015Pop⇒”Integer”（整数型）
2035Pop⇒”Integer”（整数型）A

各フィールドのデータ型

⑭作成したファイルは、人口・世帯予測結果のcsvと同名
のファイルで、拡張子を「csvt」として同じフォルダに
格納します。
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公共施設（図書館）の最適配置の検討
STEP 05データの読み込み

①QGISを起動し、
メニューバー＞「プロジェクト」＞「新規作成」を
クリックして、「無題のプロジェクト」を作成しま
す。

①

②小地域境界データのshapeファイルをQGIS上にド
ラッグ＆ドロップします。

②
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公共施設（図書館）の最適配置の検討
STEP 05データの読み込み
③データが読み込まれ、レイヤパネルにデータが表示され、マップビューに小地域マップが表示されました。

レイヤパネル

マップビュー
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公共施設（図書館）の最適配置の検討
STEP 05データの読み込み
④読み込まれたデータの「空間参照座標系（CRS）」を確認します。
レイヤウィンドウ上のレイヤ名を右クリック＞プロパティ＞ソースタブの「設定されたCRS」で対象地域の
平面直角座標（この場合、JGD2000/Japan Plane Rectangular CS Ⅸ）になっていることを確認します。
⑤確認ができたら、レイヤプロパティウィンドウを閉じます。

④
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公共施設（図書館）の最適配置の検討
STEP 05データの読み込み
⑥公共施設（ポイント）データのshapeファイルを

QGIS上にドラッグ＆ドロップします。
・読み込まれたデータの「空間参照座標系
（CRS）」を変更します。
⑦レイヤウィンドウ上の公共施設レイヤを右ク
リック＞プロパティ＞ソースタブを開き、「CRS
の選択」ボタンを押します。

⑦

⑧座標系の選択画面が開きます。
・「フィルタ」に“JGD2000”と入力します。
・「あらかじめ定義されたCRS」から

“JGD2000 EPSG4612”を選択し、OKボタンを
押します。

⑧

⑨レイヤプロパティウィンドウも閉じます。
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公共施設（図書館）の最適配置の検討
STEP 05データの読み込み
※データを読み込んだ際、下図のようなウィンドウが表示される場合があります。
これはプロジェクトの空間参照系（CRS）とデータの空間参照系の２つの間で座標変換が可能な場合に表示
されます。
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公共施設（図書館）の最適配置の検討
STEP 05データの読み込み
⑩公共施設（ポイント）が地図上に表示されました。
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公共施設（図書館）の最適配置の検討
STEP 05データの読み込み
・データを扱いやすくするために、データを川越市の範囲で切り抜きます。

⑫入力レイヤに「公共施設ポイント」データ、
オーバーレイレイヤに「小地域境界」のデータ、
出力レイヤに、 ボタンを押し、ファイルに
保存を選択します。
※ここではファイル名を「PublicFacility」と
しました

⑬実行ボタンを押します。
処理が終了したら、閉じるボタンを押して、
切り抜き(clip)ウィンドウを閉じます。

⑪

⑫

⑬

⑪ベクタメニュー＞空間演算ツール＞切り抜き(clip)
を選択します。
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公共施設（図書館）の最適配置の検討
STEP 05データの読み込み
⑬レイヤパネルに「PublicFacility」が新たに作成されました。
・元の公共施設データの☑を外し、作成されたデータが川越市のみになっていることを確認します。
・問題がなければ、元の公共施設レイヤを右クリックし「レイヤの削除」を選択し、削除します。

☑を外し非表示します。
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公共施設（図書館）の最適配置の検討
STEP 05データの読み込み
⑭鉄道のデータ(N02-15_Station.shp、N02-15_RailroadSection.shp)と道路データをQGIS上にドラッグ＆ドロップ
します。
・「駅」を示すN02-15_Station.shpはラインデータのため、見やすくするためポイントデータに変更します。

⑮

⑮ベクタメニュー＞ジオメトリツール＞重心を選択します。

⑯入力レイヤに駅データ（N02-15_Station）を選択し、
実行ボタンを押します。

⑯

⑰

⑰レイヤパネルに「重心」というレイヤが作成されました。

⑱鉄道および道路のデータについても川越市の境界で
「切り抜き」を行い、見やすくしておきます。

26



公共施設（図書館）の最適配置の検討
STEP 06小地域別人口データの作成
①人口のCSVデータをQGIS上にドラッグ&ドロップします。
②レイヤパネルに人口のテーブルが作成されました。

②

・GIS上で可視化するために、人口データと小地域境界データを結合します。

テーブル結合をクリック

＋ボタンを押します

③小地域境界データを右クリック＞プロパティを選
択します。

④レイヤプロパティウィンドウのテーブル結合タブ
をクリックし、＋ボタンを押します。
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公共施設（図書館）の最適配置の検討
STEP 06小地域別人口データの作成
⑤ベクタ結合の追加ウィンドウが開きます。

⑥結合レイヤに人口のCSVを選択し、
結合基準の属性およびターゲット属性には
「KEY_CODE」を指定します。

⑦結合フィールドを「2015Pop」および「2035Pop」の
2つにチェックを入れます。

⑧カスタムフィールド名の接頭辞の内容を削除し、
OKボタンを押します。

⑥

⑦

⑧

⑨OKボタンにて、レイヤプロパティ画面を閉じます。
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公共施設（図書館）の最適配置の検討
STEP 06小地域別人口データの作成

⑩小地域境界データを右クリックし、「属性テーブルを開く」を選択します。
⑪属性テーブルの一番右の列に「2015Pop」と「2035Pop」が追加されているのを確認します。

⑪

・小地域境界データに人口の属性が結合されているか確認をします。
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公共施設（図書館）の最適配置の検討
STEP 06小地域別人口データの作成
・2015年の人口密度（人/ha）を求めます。
⑫属性テーブルのツールバーより、「フィールド計算機を開く」
をクリックします。 ⑫

⑬新しいフィールドを作るに☑を入れ、
フィールド名：2015PopDen
フィールド型：小数点付き数値

と設定します。 ⑬

⑭

⑭式フィールドに、
"2015Pop"  /  "AREA"  * 10000
と入力します。
※AREAは、小地域の面積のフィールド名です

リストの項目をダブルクリック
すると、フィールドに入力され
ます。

⑮OKボタンを押します。
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公共施設（図書館）の最適配置の検討
STEP 06小地域別人口データの作成
⑯属性テーブルに、「2015PopDen」が追加されました。
⑰2035年ついても同様に作成します。

※KIGO_E(特殊記号E)が付与されている場合は、E1に代表としてセットし、En(n≧2)は0（ゼロ）にしました
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公共施設（図書館）の最適配置の検討
STEP 07小地域別人口密度図の作成
①小地域別境界データを右クリック＞プロパティを選択します。
②レイヤプロパティウィンドウ＞シンボロジタブをクリックします。

連続地による定義

値：2015PopDen

カラーランプ：
Reds

分割数、値、凡例につ
いてそれぞれ設定

③OKボタンを押します。 32



公共施設（図書館）の最適配置の検討

④2015年の人口密度分布図が作成されました。
⑤小地域境界データを右クリック＞レイヤを複製を選択し、先ほど同様の手順で、2035年の人口密度に
ついても作成します。

STEP 07小地域別人口密度図の作成
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公共施設（図書館）の最適配置の検討

①公共施設のデータを右クリック＞フィルタを選択します。

STEP 08図書館配置と小地域別人口密度図の重ね合わせ図の作成
・図書館の施設抽出し、地図上に重ねます

②クエリビルダウィンドウが開きます。
・フィルタ式にて、図書館のコードである3003を指定し、

OKボタンを押します。

②

①
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公共施設（図書館）の最適配置の検討

③図書館のポイントのみが表示され、重ね合わせ図が完成しました。

STEP 08図書館配置と小地域別人口密度図の重ね合わせ図の作成
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